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健康・資⾦循環システム

健康定期パンフレット(⼤分市)

本事業の協⼒者
⼤分県及び県内全18市町村
⼤分県病院協会 ⼤分県医師会 ⼤分県看護協会
⼤分県⻭科医師会 ⼤分県薬剤師会 ⼤分県栄養⼠会
⼤分⼤学医学部 ⼤分県⽴看護科学⼤学
⽇本⽂理⼤学保健医療学部 総合メディカル株式会社

取組概要
特定健診の受診率向上策として、⼤分県信⽤組合は⼤分県・市町村・医療機関・⼤
学・コンサルティング会社等と連携協定を結び、健康資⾦循環システムを構築。特定健診
を受診した住⺠にはプレミアム⾦利での定期預⾦（以下、健康定期）を利⽤することがで
きる。健康定期でストックした資⾦を活⽤するため、「健康関連ファンド」を創設。医療設備
の更新等を使途として低利で医療機関等へ貸し出し、⾼度化した医療サービスを住⺠に
提供することで住⺠の健康⽔準を向上させるという循環システムを構築。
各市町村の課題や重要KPI(市町村別の特定健診受診率や医療費負担額)を基にして
常時⾏政等と協議。また、県⺠への周知広報活動として健康セミナーを開催

背景
⼤分県は平成22年における県⺠の”平均寿命”（男性80.06歳:全国８位、⼥性
86.91歳:全国９位）と”健康寿命”（男性69.85歳:全国39位、⼥性73.19歳:全国
34位）の差が⼤きいことは、多額の医療費の要因となり(地⽅公共団体の財政を圧迫)、
地域が衰退する要因となりうると考えたことから、⼤分県・市町村・⼤分県信⽤組合、医療
機関・⼤学・コンサルティング会社等が連携し、健診受診率向上に向けた⽀援策を実施

主なアウトカム

テーマ︓健康×⾦融

• 2021年に厚⽣労働省が発表した都道府県別の健康
寿命の数値において男性１位、⼥性４位

• 健康定期 件数:60,095件
⾦額:112,309百万円 (H27~R6)
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地⽅創⽣は県⺠の健康から︕
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⼤分⼤学医学部
⼤分県医師会 他

⼤分⼤学北野学⻑

⼤分県⽴看護科学⼤学村嶋前学⻑

⼤分県広瀬前知事

⼤分⼤学猪股医学部⻑
⼤分県病院協会川嶌前会⻑

健康セミナーの様⼦
⼤分⼤学医学部×⾏政×けんしん

⼤分県⺠の健康寿命を延伸し、雇⽤年齢を引き上げて事業所の雇⽤対策とし
また⼈⼝減少による経済縮⼩を防ぎ、少⼦⾼齢化社会の対抗策とする

件数︓60,095件
⾦額︓112,309百万円

H27.4.1〜R6.3.31累計
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けんしんの健康をテーマとしたビジネスモデル
１．大分県および18市町村との包括連携

•保健師や管轄の保健所との連携

•特定健等の受診率に係る継続した協議と改善に係る啓発活動の実施

２．大分県内主要医療分野との連携

•保健や医療に係る専門的知見を活用した活動強化

•傘下の保健・医療団体への提案営業

３．特定健診受診の呼びかけ

•行政や健診機関と共同した啓発活動

•健診受診用封筒を活用した社会貢献と当組合の営業を併用した活動

４．健康セミナーの開催

•大分大学医学部との連携強化による講師の派遣

•商工会議所、商工会やけんしん同友会を活用した健康経営の周知

５．健康定期の推進

•特定健診受診者へのインセンティブ提供

•資産形成のサポートおよび新規個人顧客へのアプローチ

６．健康関連ファンド推進

•健診機器の更新等医療機関への提案営業活動

•ポストコロナに向けた観光関連業への受動喫煙防止対策の提案

７．医療機関へのコンサルティング強化

•株式会社みずほ銀行や総合メディカル株式会社と連携した医業承継サポートや開業支援

•主要医療分野との連携と「健康寿命日本一おうえん融資ファンド」や「けんしんメディカル融資ファンド絆」の活用

（参考）健康関連連携団体⼀覧

１．地⽅公共団体
（１）⼤分県
（２）⼤分市（３）別府市
（４）中津市（５）⽇⽥市
（６）佐伯市（７）⾅杵市
（８）津久⾒市（９）⽵⽥市
（10）豊後⾼⽥市（11）杵築市
（12）宇佐市（13）豊後⼤野市
（14）由布市（15）国東市
（16）姫島村（17）⽇出町
（18）九重町（19）玖珠町

２．⼤学
（１）⼤分⼤学
（２）⼤分県⽴看護科学⼤学
（３）⽇本⽂理⼤学

３．各種団体
（１）警察共済組合
（２）公⽴学校共済組合
（３）全国⼟⽊建築国⺠健康保険組合
（４）地⽅職員共済組合
（５）⼤分県⻭科医師会
（６）⼤分県⻭科医師国⺠健康保険組合
（７）⼤分県看護協会
（８）⼤分県病院協会
（９）⼤分県栄養⼠会
（10）⼤分県薬剤師会
（11）⼤分県後期⾼齢者医療広域連合
（12）⼤分県医師会

健康寿命健康寿命⽇本⼀おうえん融資ファンド、受動喫煙防⽌対策融資ファンド まろっと健康、けんしんメディカル融資ファンド絆
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ご参考
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はじめに ⼤分県信⽤組合とは

⼤分県内⼀円を営業エリアとする協同組織の⾦融機関
（令和６年３⽉末）
①役職員数427名（⼦会社含む）
②４０拠点（３８ヵ店、中⼩企業⽀援センター、けんしんプラザ）
③預⾦514,298百万円、貸出⾦299,517百万円（⼤分県では３番⽬の規模）
④⼀般的な⾦融機関としての本業の預⾦・貸出・為替に加え、
当組合では地⽅創⽣を４つめの本業として位置付けている。
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１．⼤分県⺠の健康寿命

2019年

資料出所︓⼤分県

2010年 2013年 2016年

歳

34位

39位

⼤分県

⼤分県

全国

全国

４位

１位

男性

⼥性

73.7歳
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73 73.2歳
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69.9歳

76.6歳
＋3.4歳

＋3.8歳

36位

12位
10位

16位
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２．健康寿命⽇本⼀おうえん企業へ

健康寿命とは健康上に問題のない状態で
⽇常⽣活を送る事ができる期間

平均寿命との差（不健康な期間）は、
多額の医療費の要因となりうる

＝地⽅公共団体の財政を圧迫
⇒地域が衰退する要因となりうる

⼤分県の⾏政課題

⾦融を通じた協⼒を考えた
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３．健康診査の受診率向上

⼤分県信⽤組合は⾦融の観点から「健診受診」に着⽬

病気の早期発⾒・重症化を未然防⽌
↓

適正医療を推進（市町村等負担）
↓

安定的な財政基盤と県⺠の税負担の軽減
↓

⼤分県⺠がいつまでも活躍（社会貢献・労働・納税）
↓

⼤分県の少⼦⾼齢化と⼈⼝減少による経済縮⼩への対抗策

市町村等と協⼒して、健診受診率向上へ
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４．健康診査の受診啓発のための⾦融商品

⼀定の健康診査の受診者を対象とする「健康定期」を開発

特徴１

受診者へ健康の
お祝い⾦利を提供。
特徴２

地域（組織）の
課題にあわせて商
品をカスタマイズ。

特徴３
チラシ裏⾯を⾏政が
作成。⼀⽬で連携
商品と分かる。
また、受診の啓発に、
⾏政×⾦融で協⼒。

10



５．県下での健康定期の取り組み

地⽅公共団体との共同開発
（⼤分市、別府市等）

16商品
3商品
6商品

計２5商品地公体・組合・団体それぞれに特徴︕
商品名は、各⾸⻑様・関係団体トップがネーミング

商品チラシもそれぞれの特徴を反映し、作成（全25種類）

共済組合（公務員対象）
国保組合等

商品チラシの⼀例

共通コンセプト

“健診”で“けんしん”
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６．健康定期の販売実績

「健康定期」取扱額累計

60,095件/112,309百万円
（2015年4⽉〜2024年3⽉末）

ＣＳＲ（Corporate Social Responsibility）
企業の社会的責任

⇒ＣＳＶ（Creating Shared Value）
共通価値の創造
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７．健康寿命⽇本⼀おうえん融資ファンドについて

H29.8.25 ⼤分県庁で、当時の
福祉保健部⻑ ⻑⾕尾 雅通⽒に報告

①住 ⺠
健診による予防医療・早期治療による健康の維持
⾼度な健診・医療サービスの享受
②健診機関
健康診査の精度向上を⽬的とした健診機器等の
更新のための設備投資
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８．受動喫煙防⽌対策融資ファンドについて

令和２年の改正健康増進法全⾯施⾏をにらみ、受動喫煙の防⽌対策を⾦融の⾯から⽀援
共同開発者の⼤分⼤学北野学⻑とともに⼤分県信⽤組合本店で報道向けの発表会実施
H30.3.26
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９．健康セミナーについて
国⽴⼤学法⼈⼤分⼤学（講師派遣）や各地域の様々な地⽅⾃治体と連携した「健康セミナー」
2024年度までに県内各地で23回実施し、約4,100⼈を動員（⾃治体の⻑や保健所⻑も参加）
新型コロナウイルス感染症感染拡⼤により中断していたが、令和５年度から再開

猪股 雅史 医学部⻑（豊後⼤野市開催）

杉尾 賢⼆ 副学⻑（⽵⽥市開催） 佐藤樹⼀郎 前⼤分市⻑（現⼤分県知事）

永松 悟 杵築市⻑
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１０．内閣府からの公表

内閣府の公表資料

16



１１．表彰について
取組みにおける公表と受賞
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